






















　本測定は 2011 年 11 月 22 日に朝日航洋（株）により，
同社所有のヘリコプター JA9807 に搭載した。Optech








　計測により得られた FP および LP データから朝
日航洋（株）により 0.5 ｍメッシュの DsM（Digital 
surface Model），1 ｍメッシュの DTM（Digital Terrain 
Model）が作成されたが，以前の計測に習い加えて
Kriging 法により 0.1 ｍメッシュの DsM，DTM を算出
した。内挿には算出グリッドの周辺 15 点のランダム
ポイントを用いた。その上でそれぞれの差分をとった
DCHM（Digital Canopy Height Model）を作成した。今回，
メッシュサイズを 0.1 ｍとしたのは，対象地内にフッ
トプリントが 20 点 /㎡以上の高密度で測定されている
部分が含まれておりその測定データを活かすためであ














布図とした DTHM（Digital Tree Height Model），図－
５は 10 ｍメッシュの樹木本数の分布図とした DTNM
（Digital Tree Number Model） で あ る（ 松 英，2012）。
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